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雲仙，普賢岳1991－95年溶岩の成長過程（その2）ムービー画像
雲仙，普賢岳の1990－1995年活動における地形変化ついては，すでに光波測距およびセオドライト観測による地上からの観測と，空中写真解析による空からの観測について，それぞれ報告がなされている．しかしながら，昭和新山における三松ダイアグラムのような視覚に直接訴えるような地形変化の報告はこれまでなされていなかった．本報告では，地上から撮影された静止写真画像を処理して，ムービー画像に取りまとめた．撮影地点は，光波測距およびセオドライト観測等を行った山体を取り囲むように配置された20地点である．各地点から撮影された，それぞれ5枚から46枚，計395枚の写真の重ね合わせを行った． 画像処理作業の不手際等から，一部に不自然な動きも残されてはいるが，誰にでも溶岩成長の過程が容易に認識できるような映像が得られた．
Growth history of the 1991-95 summit lava of Fugendake, Unzen volcano, Kyusyu, Japan, Part 2, moving image

１．目的と概要
雲仙，普賢岳の1990－1995年活動における地形変化ついては，すでに光波測距およびセオドライト観測による地上からの観測（斎藤ほか(1991)，(1993) ）と，空中写真解析による空からの観測（安田ほか（1991），（1993），斎藤・須藤（2002））について，それぞれ報告がなされている．しかしながら，昭和新山における三松ダイアグラムのような視覚に直接訴えるような地形変化の報告はこれまでなされていなかった．
本報告は，これまで撮影された各地上観測地点からの静止写真を処理してムービー画像に取りまとめたものである．撮影地点は，光波測距およびセオドライト観測等を行った山体を取り囲むように配置された20地点である．これらの写真を処理し，重ね合わせを行った．画像処理作業の不手際等から，一部に不自然な動きも残されてはいるが，誰にでも溶岩成長の過程が容易に認識できるような映像が得られた．
２．作成方法と内容
２．１．写真撮影
写真撮影は以下の20地点から行った．各撮影地点の位置を第1図に示す．
1. 光波測距点T5
2. 観測点P3
3. 観測点KEA
4. 観測点 水無橋
5. 観測点 芝所
6. 観測点 龍照寺
7. 観測点 レコン上
8. 観測点 岩床山
9. 観測点 第2展望台
10. 光波測距点T1
11. 光波測距点T3
12. 光波測距点T2
13. 観測点 仁田峠展望台
14. 観測点 仁田峠南
15. 観測点 仁田峠西
16. 観測点 妙見岳
17. 観測点 普賢岳山頂
18. 光波測距点T4
19. 光波測距点T8
20. 観測点 舞岳北西
各撮影地点での繰り返し撮影位置の精度はさまざまであり，一部は道路工事等により，途中で消失し，その近傍の代替地点から撮影を継続した場合もある．すべて35mmカラーリバーサルフィルムにより撮影した．レンズの焦点距離は28mmから135mmまでさまざまである．また，必ずしも固定焦点レンズで撮影したわけではないので，同一地点からの写真でも，実際の画角は多様である．

撮影開始および終了の時期は地点によりさまざまである．開始は1991年5月10日から1993年12月25日の間，終了は1997年2月27日から2006年2月9日の間である．撮影の間隔も一定ではない．連日撮影した場合もある一方，年単位の間隔があいている場合もある．これらは，調査の安全の確保および日程の都合により制限されたものである．本作業では，須藤（2007）が取りまとめた分より後に撮影された写真も付け加え処理した．

２．２．ムービー画像作成
撮影され，マウントされたスライドの画像をスキャナー（EPSON PM-A850）により読み取り，画像処理ソフト（Adobe Photoshop）により，画像の大きさと傾きを合わせた．上記のように，撮影された画角の大きさや傾きは各コマにより一定ではないので，基準とした写真を選定し，それに合わせるように調整した．画像は，各地点についてそれぞれ5枚から46枚，計395枚作成した．

各地点の画像を動画処理ソフト（Windows ムービーメーカー）によりつなぎあわせた．それぞれの地点について，撮影地点および写真枚数を示すタイトル，撮影地点と普賢岳の溶岩との位置関係を示す地図を最初に挿入した．

２．３．表示の特徴

本報告では，20地点と，比較的多くの地点からの映像を取りまとめたので，溶岩成長の全体像を容易に把握することができる．すでにスケッチのとりまとめで報告したように（須藤，2007），溶岩の頂部が拡がる様子，溶岩は成長する一方ではなく崩落により消失した部分も多いこと，活動期間全体を通じた成長場所の移動，などが簡単に読み取れる．

一方，画像処理の各過程の都合により以下の問題点が残された．

画角の異なる写真を重ねる場合，今回用いた方法では，理論上も，画面全体を完全に重ね合わせることはできない．また，用いたソフトの特性のためか，重ね合わせ時のズレを調整できない場合もあった．したがって不自然な動きが認められる場合がある．

撮影時刻および天候等により画像の明るさや色調にはそれぞれ差があるが，今回はそのまま掲載したので，溶岩の地形変化よりも明暗や色調の差のほうが強く感じられる場合がある．

写真撮影位置のずれがある場合，前景となる部分が不自然に動くように見える．スケッチの場合はそれらを省略することができるが，本報告での画像ではすべて写りこんでしまうので，この点は解消できない．

３．終わりに

雲仙では，セオドライトを用いて，活動中の溶岩の詳細なスケッチを行い，これが溶岩の崩落と火砕流の発生予測に貢献できることを示した（須藤ほか，1993）．本報告で用いた写真は，35mmフィルムに撮影されたものであり，処理には時間がかかる．

それに対して現在は，ディジタル画像が容易に得られ，処理速度には格段の差があるはずである．しかしながら，より精密な相対比較が可能となる連続画像情報を得るためには，撮影地点および画角を一定に保つなどの注意が必要である．本報告が，今後の画像処理による迅速で正確な火山活動の把握の参考になれば幸いである．また，火山研究者以外の一般の方々の目に触れることにより，火山活動の理解の助けになれば，なお幸いである．
本報告取りまとめのきっかけとなったのは，2007年の産総研一般公開のための資料作成準備作業である．その機会を作っていただき，また使用ソフトの紹介をしていただいた当所地質情報研究部門の並木敦子氏に感謝する．
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第1図　写真撮影地点位置図

国土地理院の20万分1地勢図「熊本」を使用した．ムービー画像中の地図も同様である．撮影地点と地獄跡火口との間の距離は，最小約0.6km，最大約6.3km である．

